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国際共同ものづくり教育セミナーｉｎ上海

建築学科牧野雄二

1．緒言

日本側熊大生３名

江貴子（上海交通大学留学中）

浅木真奈美（華東政法学院留学修了者）

渡邊朝美（復且大学留学中）

中国側熊大留学修了者２名

童年（同済大学）

播淵（華東政法学院､）

国際産学官連携と国際交流を掲げて2005年10月

に実施された上海フォーラムは上海総領事館や在上

海日系企業をはじめとする在上海の方々から高い評

価を頂き、成功裏に終了した。このフォーラムから

生れ出てきた芽を育て、実効を挙げるために首題の

セミナーを計画した。計画段階で、熊本県が主催す

る「上海くまもとフェア」との共同開催とすること

によって、費用対効果が上がり、有効的な成果が得

られると判断した。また、費用は「ものづくり想像

融合工学教育事業経費」だけでなく、熊本大学国際

課、工学部支援金（百周年寄附金）および一般教育

研究経費の予算からも支出された。

「国際共同ものづくり教育」と題した内容の焦点

を次の２点に絞ることとした。１点目は「ものづく

り」のキーワードを環境問題に絞ったこと。２点目

は「教育」のキーワードを本学が提案している「環

黄海国際共同教育」に絞ったセミナーとした。

(2)環境セミナー（13:00～16:30）

①環境ビジネスプレゼンテーション(企業による

プレゼンテーション）

「有機肥料の製造」熊本清掃社

「水質浄化剤の製造」日本ポリグル

②環境セミナー

・RenewableEnergyに関して

「中国（上海）における太陽エネルギー利用の

現状」

上海太陽エネルギー学会会長王如竹教授（上

海交通大学）

「日本における太陽エネルギー利用の現状」

前日本太陽エネルギー学会会長石原修教授

（熊本大学）

「富士電機の薄膜太陽電池技術とその展開」

富士電機システムズ㈱井上真一郎技術開発

本部・技術開発統括室長

・バイオマスからの燃料用エタノールの生産に関

して

「中国における燃料用アルコールの生産につ

いて」

鐘亜玲副教授（四川大学）

「糖蜜からのエタノールの生産技術について」

木田健次教授（熊本大学）

.有用微生物を活用する汚染水環境の浄化に関し

て

「中国・崇明島でのバイオフリンジを活用する

汚染水環境の生態学的修復プロジェクトに関

する国際共同研究」

李建華教授（同済大学環境科学与工程学院

長江水環境教育部重点実験室）

2．セミナープログラム

日程：

場所：

主催：

平成１９年２月７日（水）

上海国際機場賓館

熊本県および熊本大学

(1)教育交流セミナー（１０:00～１２:00）

①「環黄海地域における国際共同教育について」

熊本大学学長崎元達郎

②中国の大学における国際教育交流の報告

「大連理工大学における国際教育の取組み」

大連理工大学国際交流処・処長趙勝川教授

「桂林工学院での教育における国際連携につい

て」

桂林工学院国際交流処・処長朱暁媚助教授

「同済大学における教育面での国際交流と国際

協力」

同済大学国際交流処・副処長郭強

③日中の留学経験発表
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「部分亜硝酸化とAnamoxを活用する新規アン

モニア除去プロセスの開発」

古川憲治教授（熊本大学）

(3)上海メイドインくまもと展示・商談会

(熊本県主催）（１３:00～17:00）

農産加工品を中心にした展示・商談会

(4)交流会（レセプション）（18:00～20:00）

携わって以来、引き続き共同研究として行われてい

るものである。また、有用微生物を活用する汚染水

環境の浄化に関する中国側の研究は、古川教授の支

援を得て、日本企業から提供された設備で実験研究

がなされているものである。本セミナーの参加者は

60～80名であった｡谷口教授の司会の下に活発な議

論がなされた充実したセミナーであった。時間は約

１時間延長された。

3．実施報告 （３）上海メイドインくまもと展示・商談会

熊本県商工労働観光部商工政策課の担当であり、

内容は省略する｡展示出展１６社､パネル展示６社、

参加者は約200名であったとの報告を熊本県担当者

から報告されている。

（１）教育交流セミナー

参加者を５０名と想定して会場を設定したが､参加

者が1.5倍の75名となり、急遼､通路にも椅子を置

いた状況となった｡教育交流要求の高さが窺われた。

先生方の発表はすべて英語、学生については、日本

人学生は、画面プレゼンテーションは日本語、口頭

発表は中国語とし、中国人発表者は、画面プレゼン

テーションは中国語、口頭発表は日本語とした。

先生方の発表意見は、２００７年11月に熊本で開催

予定の「環黄海国際共同教育セミナー（仮称)」に引

き継がれていくであろう。学生らの発表は内容・プ

レゼンテーション技術ともに高いレベルであった。

大学間学生交流による留学は、学生の考え方や価値

観に大きな影響を与え、首題の「ものづくり」では

なく、「ひとづくり」の内容であったが、聴衆の心に

響くセミナーであった｡時間は予定より３０分延長さ

れた。

（４）交流会（レセプション）

熊本県と熊本大学の共催であるが、費用などの事

項はすべて熊本県側においてなされた。司会進行は

本学の両角教授と楊助教授によって行われた。約

150名の出席者があり、有意義な交流が行われた。

４．おわりに

２００５熊本大学上海フォーラムに引き続き行った

海外開催事業であった｡今回の特徴は、(1)ものづく

り教育に焦点を絞ったこと(2)自治体(熊本県）と

の共同開催としたこと(3)熊本大学同窓会上海支

部の協力を得たことが挙げられる。このような海外

事業を自治体と共同開催したことは初めてのことで

あるが、費用対効果および人的資産の活用が有効に

できる。そして、前回のフォーラムでも得ている結

論であるが、現地の同窓会組織の協力は大きな効果

を発揮する。

最後に、中国の大学では、「ものづくり研究」は盛

んに行われているが、「ものづくり教育」という言葉

には鈍感である。ものづくり研究を通して、教育が

行われている現状であると言える。

（２）環境セミナー

このセミナーは、環境に関連した「ものづくり」

をテーマにしたものであり、最初の部門が企業によ

る「ものづくり」の発表であった。引き続き、環境

関連の日中双方の研究者による研究発表が行われた。

第１部がRenewableEnergyと題して、太陽エネルギ

ーの製造や利用について、上海交通大学と熊本大学

の研究者に加えて企業側からの発表が行われた。第

２部がバイオマスからの燃料用エタノールの生産に

ついて熊本大学と四川大学の研究者の発表が行われ

た。第３部は有用微生物を活用する汚染水環境の浄

化について、熊本大学と同済大学の研究者の発表が

行われた。これらの課題は、中国が直面している事

項である。バイオマスからの燃料用エタノールの生

産については四川大学の研究者が熊本大学で研究に

参考：

(1)熊大通信Vol､２４（2007.4）

(2)ものづくり創造融合工学教育センターホームペ

ージhtt【)://cedec・kumamoto-u.ａc、ｉ､／

1１４




